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3

4
友だちの話を分かろうとして聞いたり、分
かってもらおうとして話したりしている。

仲
良
く
助
け
合
う
子

☆自己肯定感の向上

☆仲間意識の向上

・自分が頑張っていることを
言える。　１００％

・自分の学級や学校は、お
互いにルールを守り、協力
している。　９５％

13

9 子どもは、学校に楽しく通っている。

15
自分は、子どものことを理解し、指導にあ
たっている。

磐田市
共通

子どもには、学校に相談できる人がいる。
磐田市
共通

○「互いにルールを守り協力」では、中間評価と比較し、
５％以上数値が上がった。行事等で協力する経験を積み重
ねたり、普段の学校生活の中で互いに理解し合おうとする
経験をすることで、意識と実感が高まった。
今後も、互いのよさや違いを認め合い、誰もが気持ちよく生
活できるために、今後も全職員が全児童の担任であること
を意識していきたい。

○「心のアンケート」を毎学期実施し、子どもの表れや内面
をよく見つめ、声を掛けるようにしてきた。さらに、「先生と話
そう」では、全員が担任と話をする時間を設け、一人一人と
向き合うようにした。

〇岩っ子輝き賞（放送で校長から紹介）や、会礼でのス
ピーチを通して、自分が頑張っていることを確認したり友達
の良さに気付いたりし、自己肯定感を高められるように努
めていきたい。
○「挨拶」については、特に地域で低調な傾向が見られた
ため、２月は「挨拶輝き月間」として、全校で力を入れて取り
組んだ。「挨拶」はお互いの存在を認め合う姿であり、本校
で大切にしている「人権教育」の根幹とつながっている。挨
拶の意義を伝え、「いつでも」「どこでも」「だれとでも」挨拶
ができるよう指導していきたい。

・挨拶は、自慢の一
つである。今後も、
皆で育てていきた
い。

・小学校卒業後も、
岩田小や岩田地区
のよさを、子どもた
ちは実感している。
愛校心やふるさと
岩田を愛する心は、
今後も大切にしてい
きたい。

磐田市
共通

8
自分は、個に応じた細かな支援・指導をし
ている。

14

子どもは、自分が頑張っていることを1つ
以上言うことができる。

☆「めざす授業」を子ども
たちと共有

・クラスの「めざす授業」に
向かって授業に取り組んで
いる。　９０％

・友だちの話を分かろうとし
て聞いたり、分かってもらお
うとして話したりしている。９
５％

子どもは、友達の良さに気付き、自分も
取り入れようとしている。

学級や学校には、お互いにルールを守
り、協力する雰囲気がある。

12

子どもは、家庭や地域で進んで挨拶をし
ている。

重点

進
ん
で
学
び
合
う
子

11

考察・改善策 学校関係者評価委員から自己評価

・落ち着いて学習
し、子どもたちが協
力して目標に向
かって取り組んでい
る姿が印象的だっ
た。

・表現する場では、
学級全体がまとまっ
ていてよいと感じ
た。

・基礎基本の定着
や確実に身に付け
させたいことについ
ては、しっかり力を
付けてもらいたい。

子どもは、授業が楽しいと思っている。

7

備考

磐田市
共通

磐田市
共通

6
子どもは、自信をもって自分の考えや気
持ちを発言している。

1

磐田市
共通

子どもは、外国語活動の授業が楽しいと
思っている。

磐田市
共通

○子どもが主体となり、夢中になって学び合う授業を
目指してきた。それを子どもと教師が共有するため、
「めざす授業」について年度初めに話合い、授業の充
実につなげた。発達段階に応じ、学期やステージの
終わりに振り返り、子ども自身・教師自身の取組や、
学級全体の学びについて確認し合い、皆で学ぶ良さ
を実感した。
〇ペアやグループでは、子どもたち同士の関わりな
がら（質問し合う、対話する）学ぶ意識は高まってきて
いる。
今後は、さらに、話の内容を理解しながら聞くことや、
比較しながら聞く力を付けたい。さらに、全体の場に
おいて、（総合的に捉えながら聞く、推測しながら聞
く、相手の意見に対して即興的に返す等）の力を付け
ていきたい。そのために、聞く必然性がある状況を今
後も工夫が必要である。
○どの学級も、「分からない」を大切にしながら授業
の中で考えを伝え合い、理解し合う場を多く設定し
た。その中で、自分の考えを表すことの大切さを実感
し、進んで伝え、相手の思いを受け止めることができ
ることで、自身をもって発言する力をより高めたい。

5

2

クラスの目指す授業像に向かって授業に
取り組んでいる。

子どもは、授業の内容がよく分かってい
る。

10

令和２年度　磐田市立岩田小学校　学校評価書
　＊「Ａ＝かなり当てはまる　Ｂ＝まあ当てはまる　Ｃ＝あまり当てはまらない　Ｄ＝ほとんど当てはまらない」として各自が評価

目標・取組 評価指標（教師側の表現） Ａ＋Ｂの％

子どもは、分からないことをそのままにしな
いで、教師に聞いたり、自分で調べたりして
解決している。
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○信頼にこたえる

・向陽学府小中一貫教育
・コミュニティ・スクール
（地域と目標・育ちを共有）

開
か
れ
た
学
校

20

子どもは、今住んでいる地域の歴史や自
然について関心がある。

学校で目指そうとしている子どもの姿や
教育方針について知っている。

子どもは規則正しい生活を心掛けてい
る。

17

19

・子どもたちが、現
在の環境の中で、
自分たちで遊びを
工夫することが大
切。その中で、学ぶ
ことが多くある。

・様々な遊びや運動
をとおして、体力を
付けていってほし
い。

・通学路や危険箇所
等、地域でも危機管
理面で意識したい。

・登下校の際、子ども
たちが挨拶したり声を
掛けてくれたりする。
子どもたちから元気を
もらっていると感じて
いる。

○各教科で地域の歴史や自然について学習していること
を、「自分とのつながり」をもとに捉え直し、地域の地域の
人々や自然環境、行事などに主体的に関わっていくこと
で、地域のよさを再認識できるようにしたい。

○地域の方々の支援、協力により、豊かな体験活動に取り
組むことができている。学校と地域が一体となって子どもを
見守り、育てる温かな風土が岩田地区のよさである。今後
もコミュニティ・スクールを推進していき、地域とともにある
学校づくりをしていきたい。

☆目標に向けてねばり強く運
動する態度の育成

☆自分で判断し、健康で安全
な生活を送ることができる子
の育成

・自分に合った目標を立て、運
動に取り組めた。　９０％

・自分に合った目標を立て、自
分で判断して健康で安全な生
活を送ることができた。９０％

18

21
子どもは、「志をもち、進んで考動する」子
に育ってきている。

子どもは、自分に合った目標を立て、運
動に取り組んでいる。心

も
体
も
健
や
か
な
子 子どもは、自分に合った目標を立て、健

康で安全な生活を送っている。

磐田市
共通

磐田市
共通

○本年度は、コロナ感染症防止に伴い、手洗いやう
がい、マスクの着用等、子どもたちの健康に対する関
心は高まった。
〇一輪車チャレンジや短縄跳び大会（練習）の機会を
活用し、一輪車や短縄跳びの目標をもって取り組む
子が増え、運動に親しむことができた。
○年間を通した一輪車への取組や、時期に応じた運
動（水泳・持久走・短縄跳び等）を行うことで、体力の
向上を目指すとともに、自分のめあてをもち、達成に
向けて粘り強く運動するようにしていく。
〇メディア（ゲーム、ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ等）との上手な付き合い
方については、今後も家庭と協力しながら、規則正し
い健康的な生活につなげていく。
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